
Ｑ1．お子さんの就学は？

Ｑ２．【年長児】申込みのきっかけ（複数回答） Ｑ２．【小６】申込みのきっかけ（複数回答）

　　　　平成31年度就学相談利用者アンケート　集計結果
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＜調査概要＞

●対象者：88世帯

平成30年度に就学相談を利用した保護者118世帯

中、途中で相談を中止した方や、相談終了後に市

外に転出した方など、計30世帯を除く。

●実施時期：令和元年８月

●実施方法：郵送

●有効回答：45（回答率51.1％）

令和元年10月10日

第19回教育委員会定例会

教育部 教育支援課 資料2

（単位：人） （単位：人）
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Ｑ３-１．初回面談の時期 Ｑ３-２．初回面談の時間

Ｑ３-３．初回面談の満足度

4月, 9人, 

20.0%

5月, 9人, 

20.0%

6月, 4人, 

8.9%7月, 2人, 4.4%8月, 4人, 8.9%

9月, 5人, 

11.1%

10月, 

2人, 

4.4%

覚えていない, 8人, 

17.8%

無回答, 2人, 4.4% もっと短く, 1人, 

2.2%

やや時間が長い, 

1人, 2.2%

ちょうど良い, 

39人, 86.7%

やや時間が

足りない, 3人, 6.7%

無回答, 1人, 2.2%
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相談員の第一印象･

話しやすさ

保護者のご心配や

要望の聴き取り

相談の流れや

スケジュールの説明

学校に関する

情報提供

必要書類の説明

保護者の疑問や

不安の軽減

（単位：点）
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Ｑ４-１．特別支援学級等の見学（複数回答）

Ｑ４-２．【見学した方】良かった点（複数回答） Ｑ４-３．【見学した方】改善希望点（複数回答）
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その他

無回答

（単位：人）

（単位：人） （単位：人）
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Ｑ５-１．特別支援学級等の体験（複数回答）

Ｑ５-２．【体験した方】良かった点（複数回答） Ｑ５-３．【体験した方】改善希望点（複数回答）

22

8

5

1

0 5 10 15 20 25

特別支援学級での体験

特別支援学校での体験

体験はしていない

無回答
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無回答

（単位：人）

（単位：人） （単位：人）
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Ｑ６．就学相談のプロセスごとの満足度

※択一式でしたが、複数回答された方がいるため合計が回答数より多くなっています。

Ｑ７-１．提案を聞いたときの気持ち Ｑ７-２．最終的な就学先
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相談員との連絡の

取りやすさ

就学相談部会の日程

希望の通りやすさ

発達検査・医師診察

の受けやすさ・費用

就学相談部会の

当日の面談

部会から結果連絡

までの期間
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第一希望どおりで

ホッとした

希望とは違ったが、詳しく

聞いて考えようと思った

希望と違う予想あったが

ショックや不安を感じた

キラリや通級も同時に

決めて欲しかった

まったく想定外で

驚きや疑問、不満を感じた

その他

（単位：点）

（単位：人）

提案と同じ就学先, 36

人, 80.0%

提案と異なる

就学先, 7人, 

15.6%

無回答, 

2人, 4.4%
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※択一式でしたが、複数回答された方がいるため合計が回答数より多くなっています。

Ｑ７-３．就学先決定の最も大きな決め手 Ｑ７-４．提案時の改善希望点（複数回答）

Ｑ８．就学支援シート（年長児のみ）

5

8

4

10

5

9

3

10

1

4

4

0 5 10 15

主治医の意見

発達検査の結果

担任の先生の

意見

家族間の

話し合い

学校・学級の

見学

授業の体験の

様子

就学相談員から

の情報提供

子ども自身の

希望

就学支援等検討

委員会の提案

相談する前から

決めていた

その他

4

18

24

2

11

27

5

2

0 5 10 15 20 25 30

電話連絡の時間帯は

保護者の都合を聞いて欲しい

通知文書の中に理由の

詳細を書いて欲しい

審議の経過や委員の

顔ぶれを教えて欲しい

分かりやすい言葉で

説明して欲しい

メールなど時間に左右されない

連絡手段を検討して欲しい

個人情報の開示請求なしで

相談資料のコピーが欲しい

その他

無回答

シート提出＋入学前面談, 

25人, 80.6%

シート提出, 

3人, 9.7%

就学支援ファイル

だけで良いと思った, 

1人, 3.2%

無回答, 2人, 

6.5%

（単位：人） （単位：人）
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Ｑ9．就学後の学校生活の満足度

Ｑ10．学校への引継ぎの改善希望点（複数回答）

6.48

7.21
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就学支援ファイルの

校内共有や配慮

クラス分けや座席位

置等の友だち関係の

配慮

個別の支援や課題量

の調整等の配慮

担任の先生の理解や

相談のしやすさ

視覚支援や安全確保

等の教室環境の整備
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保護者からの直接の聴き取りや

相談機会を増やして欲しい

就学前の様子を直接見たり、

担任から聞いたりして欲しい

就学支援ファイルの十分な

共有と、統一的な配慮や支援を

引き継がれている内容を

保護者にも分かりやすく

就学相談で話したことを、学校

で何度も話さなくて済むように

その他

無回答

（単位：点）

（単位：人）
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60点

70～75点

80～85点

90～95点

100点

Ｑ11．就学相談を１００点満点で言うと？（平均点）

88.1

40点, 2人, 

4.5%

50点, 3人, 

6.8%

60点, 2人, 

4.5%

70～75点, 5

人, 11.4%

80～85点, 10人, 

22.7%

90～95点, 17, 

38.6%

100点, 5人, 

11.4%
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